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１．はじめに 
合理的配慮とは障害のある学生の平等な学修機

会を確保するために教育の本質を保ちつつ、過重な

負担を伴わない範囲で、大学が個々人に合わせた必

要かつ適当な変更や調整を提供することである。障

害者差別解消法の改正により、令和6年 4月 1日か

ら事業者による障害のある人への合理的配慮の提

供が義務化された。 

九州大学における合理的配慮の現行の運用では

学生が申請したファイルを様々な立場の人が送受

信していて、迅速に対応できずに授業開始時に配慮

が間に合わないといった問題が起こっている。また

申請時に入力項目が多く難しいという学生に対す

る負担もあった。 

そういった問題を解消するために、令和6年 5月

に WG が設置され合理的配慮 web システムを開発す

ることとなった。 

 

２．合理的配慮申請の主な流れ  

図 1 合理的配慮申請のフロー図 

 

 現在は図1中の④までシステム化が完了している。

⑤以降は exel に申請内容を出力し、そのファイル

を送受信することで運用を行っている。 

 

３．工夫した点(学生ページ) 

障害のある学生が利用するページの作成を担当

したため、UI作成時にはアクセシビリティに配慮し

た。 

追加した機能や工夫した点のいくつかを以下に

紹介する。 

 

・文字サイズの変更やダークモードに切り替えられ

るボタンの作成 

・ページ全体の配色(色覚異常を持つ人がどのよう

に見えるのかをchromeの機能で確認しながら作成) 

・一時保存機能 

・先で選んだ項目に関する選択肢しか出てこないよ

うにする 

・すでに選択済みの項目の横に✓をつける 

・ボタンの横になるべくアイコンを付ける 

・ヒントボタンの作成 

・ラベルで選んだ内容を表示 

図 2 学生の申請入力ページ 
 

 
図 3 講義ごとに申請した配慮 

 



 

 

４．苦労した点(プログラム) 
今回のシステムは、Laravel、Vue.js、TypeScript

を使用して作成した。データベースが複雑だったこ

とから、これまで作成してきたシステムではあまり

使うことがなかったメソッドを、様々な場面で使用

した。 

  

主に使用したメソッド 

・reduce 

対象となる配列に対して任意の関数を実行する 

・map 

配列の各要素に対して特定の処理を行い、その結果

を新しい配列として取得する 

・filter 

配列の各要素に対して指定した条件を満たすかを

チェックし、条件を満たす要素のみを含む新しい配

列を返す 

・find 

対象となる要素から下にある階層をすべて辿って

目的の子要素を取得する 

 
具体例 

・詳細ページで申請された配慮を障害種ごとにまと

める(reduce、find) 

図 4 申請した配慮 
 
・配列から教員の名前だけを取り出して表示する

(map) 

 
図 5 講義情報 

 
・配慮の必要度選択で必要なしが選ばれていた場合

に配列から除外する(filter) 

これまでメソッドを使った経験がほとんどなか

ったため、最初はかなり苦労した。どのメソッドを

使うといいのかよく分からなかったり、いざ書き始

めてもエラーが出てばかりだった。だがうまく書け

るようになってくると、自分のやりたいことが実現

できて達成感を感じた。 
 

５．まとめ 
合理的配慮webシステムの開発に携わり、大きく

成長できたと感じている。今回報告した点以外でも、

開発前に Figmaを使用してサイトの模型を作成した

り、TypeScriptを導入しての開発など様々な新しい

挑戦ができた。UIに関してもこれまでよりも気を使

うことが多くあって難しい面もあったが、その分ど

うすればユーザーが使いやすくなるのかをこれま

で以上に考えることができたと思う。 

今後はまだ実装できていない部分の機能の作成

や使用したユーザーからの意見を反映した修正を

行い、より使いやすいシステムを目指していきたい

と考えている。 

 


